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と立ち並び、人々の動きもせわしく、空気汚染が激しい多くのアジアの大都市と並んで、台北もその一つに数えられる。しかし淡水川河岸の内陸地に広がるこの街は、民にとっての安らぎとなるある種の「開風口」を有することで他とは 線を画する。街の中心から地下鉄（ＭＲＴ線） 乗って四五分、そこは淡水（タンシュイ）と言って、同じ名を持つ川が海に流れ込む河口岸の町である。淡水は「海辺の台北」とでも言えようか、時間の惜しい都会 生活者にはうってつけの距離位置 あ 、市民の憩いの場となっている。常に街よりも涼しく、満ち潮が岸辺を伝い、景観をかたどっている。距離にしてわずか二〇キロメートルであるが、地下鉄から降りた途端に空気が変わったのを感じ、海の香りと潮風が訪問者を包む。
　淡水はしかし、都会生活者にとってのご












教師であり医者のジョージ ・ レスリー ・ マッケイが挙げられる。一八七二年に淡水に移り住み、そこに台湾で初の西洋医学による病院と、台湾でも指おりに古い高等教育機関である「オクスフォード・カレッジ」を開いた人物である。
　フォルモサ（中国語では美麗島と表記さ







が、かつての地元産業の続行へ多大な影響を及ぼしている。木製で彩色が施された優美な小船での漁、川沿いに建つ大杭上の家やマングローブ地帯は、 リバーサイド ・ パークや、伝統工芸品をうたった土 物屋の並ぶ野外市場での商売に取って代わり、行ききする乗客船の増加で川に生息する野生動物の存続は危ぶまれる。
　人々は淡水に主に家族連れで出かける。
そして、数知れずほどある店や屋台 名物料理を楽しむのだ。例えば鐵の卵 意 ある「鐵蛋」 、 「阿給」 （油揚げ 中に春雨詰め、魚のすり身で蓋をして蒸したもの） 、「淡水魚丸湯」 （中に肉とニンニクを詰めた魚のすり身がスープに入っている）などが知られ、また淡水の漁師から直接買えるエビなどもある。
　また淡水は目の前にパノラマのように広






れる甲斐こそおおいにあるだろう。この時期、油を染みこませた紙 作られた巨大な提灯（灯籠）が、備え付 た小さな そくの力を借りて空に舞い上がる。訪問者それぞれ好きな色の提灯を買い求め、そこに金銭、健康、恋愛、学業 成就 ど各々の新年への望みを書き込む。そして提灯が空高く上がって彼方に消えゆくか、あるは海に落ちてしまうかで 新しい年 運を占う。多くの人々が 心配そうに自分の提灯を目で追う姿がある。光を抱いた優美な姿で、提灯は人々 未来への思い 乗せ飛んでゆく。
（エリック・レヒシュタイナー／写真家）
若い女性と、彼女の選んだ大提灯
若いカップルが写真家の注文に応える
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